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日本（律令体制）」［『現代歴史学の成果と課題 ２ 共同体・奴隷制・封建制』青木書店，1974 年］などの
業績が発表されている。後に井上光貞氏や石母田正氏の著作集の編纂や解説に関係されるようにな
るのもこうしたことが背景となっている。







































1996 年の本館への転任直後から，総合展示第一室「律令国家」「正倉院文書」（1997 年 3 月公開）
および第二室「王朝文化」（1998 年 3 月公開）の暫定改善を担当された。とりわけ典籍類の解説プレー
トの更新に豊富な学識を発揮されている。企画展示では，歴博創設 20 周年記念展示「古代日本　
文字のある風景－金印から正倉院文書まで－」（2002 年 3 月～ 6 月開催）において，主に古代の文
房具や紙についての解説を担当されている。

















この間，2001 年から３年間にわたり歴史研究部長，さらに続けて 2004 年からはさらに３年間に
わたり副館長の重責を担われた。本館が 2004 年に人間文化研究機構の一機関として法人化し，再
出発するまでのまさに激動期にその職務を担当されたことになる。
一方，教育面では 1999 年以降は総合研究大学院大学文化科学研究科日本歴史研究専攻の教授を
併任され，大学院生を熱心に指導されて，博士の学位に導かれた。さらに，國學院大學・東京大学・
早稲田大学・国士舘大学などでも学部・大学院の教育指導にあたられた。さらに，2002 年からは，
文化庁文化審議会文化財分科会第一専門調査会専門委員および文部科学省教科用図書検定調査審議
会臨時委員として活躍されている。
先生の広い学識と温厚誠実な人柄を慕い，文献学研究を志す若手研究者が多く集まり，彼らの模
範となり，かつまとめ役として，これまで大きなプロジェクトをこなしてこられた。私も，正倉院
文書複製事業において年三回長期に奈良の正倉院事務所でご一緒に仕事をする機会を与えられた
が，休み時間の雑談において，現在における宮中儀礼のお話などをお聞きすることが楽しみでもあっ
た。今後もご健康に留意され，後輩たちを引き続きご指導していただければ幸甚です。
（国立歴史民俗博物館研究部）
